
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

「1945年 8月 6日と 9日、米軍が投下した 2発の原子爆弾は、一瞬に広島・長

崎を壊滅させ、数十万の人びとを無差別に殺傷しました。真黒に焦げ 灰になっ

た屍、ずるむけのからだ、無言で歩きつづける人びとの列。生き地獄そのもので

した。生きのびた人も、次から次と倒れていきました。70年が過ぎた今も後障害

にさいなまれ、子や孫への不安のなか、私たちは生きぬいてきました。もうこん

なことは、たくさんです。…」（被爆者が訴える「核兵器廃絶国際署名」より抜粋） 

あれから 75 年…忘れても繰り返してもいけない歴史！        

1945 年 8 月 6 日は広島に、9 日は長崎に人類史上初、なおかつ 

世界で唯一原爆が投下されてから 75年。大量殺りく、大量破壊が 

瞬時に、かつ無差別に引き起こされた原爆によって命を奪われた 

人はその年だけでも 21万人にも及び、その数は今日もなお増え続けています。 

また、放射線による障害が長期間にわたり、現在にいたるまで死の恐怖と苦痛

に苦しめられている人もたくさんいます。その「原爆」、それを巻き起こした「戦

争」の残酷さ、悲惨さを私たちは決して忘れてはいけません。 

被爆者も国民も世界の声も踏みにじる日本の姿勢！   

人類史上初めて核兵器を違法なものにする「核兵器禁止条約」 

が国連の会議で、122 カ国の賛成多数で採択されて 3年がすぎ 

ました。これまでに 82カ国が署名、40カ国が批准（ひじゅん… 

条約に対する国家の最終的な確認、確定的な同意）を完了させ、条約 

の発効に必要な 50 カ国まであと 10 カ国に迫り「核兵器のない 

世界」の実現を求める世論が核兵器保有国を包囲しています。 

日本でも、政府に禁止条約への署名･批准を求める地方議会の意 

見書は 468にのぼり、「ヒバクシャ国際署名」は 20府県と 1,263市町村の首長を

含め、国内外で 1,184万人以上が賛同する大きな運動に広がっています。 

一方で、核兵器保有 5カ国（米ロ英仏中）は改めて、禁止条約に反対を表明する

共同宣言を発表し、米国の「核の傘」に依存している日本政府は、「禁止条約に

署名も批准もしない（安倍首相）」と強く反対。各国が注目する被爆国としての日

本の政治的･道義的立場や役割を完全に放棄し、核廃絶を求める世界の声、何よ

り被爆者や国民に対して背をむけるもので決して許されるものではありません。 

同じ過ちを繰り返したくない！群の私たちができることは!?    

誰もが「戦争へは行きたくない」「大切な人を行かせたくない」という思いは

同じ。まずは群の仲間で語り合い、私たちに何ができるのか考えてみましょう。 

□群会議で仲間と語る   □学習会や集会に参加する  □仲間や知人に話をする 

□署名を集める   □新聞や HPで調べる   □選挙で審判をくだす  □その他 

 

◆
あ
い
う
え
お 

 

＊分会センターや地域集会所を活用する群会議や諸行動は 3 密が避けられる運営と、マスク着用・手洗い・うがい・アルコール消毒など感染予防対策の徹底をお願いします。 

 

☑
共
済
推進

月
間
は
全
都
ト
ッ
プ
で
本
部
目標

達
成
！ 

共
済
推
進
月
間
は
、
火
災
共
済
で
19
分
会
が
達
成
し
て
合
計
71
件
で
本

部
目
標
を
超
過
達
成
。
地
震
共
済
は
全
支
部
の
な
か
で
ト
ッ
プ
の
成
果
を

あ
げ
、
文
字
ど
お
り
全
都
を
牽
引
す
る
到
達
を
築
き
ま
し
た
。 

群
・
分
会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 
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☑
拡
大
月
間
の
幕
開
け
「
分会
学
習
＆
出
陣
式
」
へ
行
こ
う 

秋
の
拡
大
（
仲
間
増
や
し
）
月
間
の
幕
開
け
と
し
て
「
分
会
学
習
＆
出
陣
式
」

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
給
付
金
か
ら
国
保
料
減
免
制
度
、
生

活
保
護
ま
で
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
学
び
、
「
分
会
・
群
が
仲
間
を
守

る
対
話
術
」
を
身
に
つ
け
ま
す
。
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、
仲
間
の

た
め
に
も
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

【
と
き
】
9
月
3
日
（
木
）
～
4
日
（
金
）
＊
詳
細
は
群
役
員
ま
で 
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☑
就
業
実
態
調
査
！
提
出
は
お
済
で
す
か
!? 

今
回
の
就
業
実
態
調
査
は
、
外
注
手
間
請
け
・
日
当
で
働
い
て
い
る
組

合
員

1427
人
が
対
象
。
す
で
に
対
象
者
へ
は
案
内
を
発
送
し
て
い
ま
す
が
約

700
人
が
未
提
出
で
す
。
保
険
証
の
更
新
に
も
関
わ
る
重
要
な
調
査
と
な
り

ま
す
の
で
必
ず
提
出
お
願
い
し
ま
す
。 

・
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・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
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・
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☆
今
月
の
「
署
名
」
協
力
の
お
願
い
☆

 

秋
の
国
連
提
出
に
む
け
て
核
兵
器
廃
絶
へ
圧
倒
的
な
世
論
を
つ 

く
る
た
め
に
、
世
界
中
で
取
り
く
ま
れ
て
い
る
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国 

際
署
名
」
に
取
り
く
み
ま
す
。
…
【
群
5
枚
（
5
人
連
記
）
】 

安
心
し
て
作
業
に
従
事
で
き
る
よ
う
PCR
検
査
体
制
の
強
化
と
実
施
、
建

設
従
事
者
が
少
な
い
負
担
で
安
心
し
て
検
査
を
受
け
ら
れ
る
た
め
の
予
算

措
置
を
求
め
て
署
名
に
取
り
く
み
ま
す
。
…
【
群
5
枚
（
5
人
連
記
）
】 

 

☑
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！
給
付
・
助
成
・
減
免
制
度
！ 

こ
れ
ま
で
に
、
支
部
事
務
所
で
申
請
を
お
こ
な
っ
た
件
数
は
、 

個
人
113
人
と
法
人
26
人
の
計
139
人
で
総
額
1
億

6500
万
円
の
給 

付
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
今
年
1
～
12
月
の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
り
上
げ
が

前
年
同
月
比
で
半
分
以
上
減
っ
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
、
個
人
（
一
人
親

方
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
含
む
）
100
万
円
、
法
人
200
万
円
を
上
限
に
申
請
か
ら
2

週
間
程
度
で
給
付
さ
れ
ま
す
。
【
詳
細
は
裏
面
】 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
今
年
5
～
12
月
の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
り
上
げ
が

前
年
同
月
比
で
半
分
以
上
減
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
連
続
す
る
3
カ
月
の

合
計
が
前
年
同
期
比
で
30
％
以
上
減
っ
て
い
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含
む
事

業
者
に
対
し
て
、
直
近
1
カ
月
の
地
代
・
家
賃
（
賃
料
）
の
2/3
を
6
倍
し

た
額
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
要
件
は
「
持
続
化
給
付
金
」
と
ほ
ぼ
同
様
と
な
り

ま
す
の
で
、
併
用
申
請
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
【
詳
細
は
裏
面
】 

東
京
土
建
国
保
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
生
活
が
著
し 

く
困
難
に
な
り
、
要
件
を
満
た
す
組
合
員
へ
対
し
て
東
京
土 

建
国
保
料
を
最
大
8
カ
月
分
減
免
し
ま
す
。
【
詳
細
は
裏
面
】 

組
合
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
事
業
者
や
従
事
者
、
個 

人
む
け
に
「
給
付
金
」
「
助
成
金
」「
融
資
」「
貸
付
」
「
国
保
料 

減
免
」
制
度
の
相
談
を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。
「
自
分
は
対
象 

じ
ゃ
な
い
」
と
諦
め
ず
に
、
お
気
軽
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
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8/12～14 の終日は夏期事務所休業のため、8/18・9/2 の午後

は書記局会議のため、支部事務所を閉めさせていただきます。

ご協力お願いします。 

組合活動 機関会議 地域 その他

11 火 脱原発駅宣

12 水 分会執行委

13 木 分会執行委

14 金 巣鴨駅宣

15 土

16 日

17 月 無料法律相談 算定相談会

18 火

19 水 納入日

20 木 社保駅宣 財政部会 算定相談会

21 金 支部・主婦の会役員懇談会

22 土

23 日

24 月 消費税駅宣

25 火 分会長会議

26 水 憲法平和部会

27 木 組織部会 会派予算要望懇談

28 金
東京高裁（神奈川2陣）判決日
官邸前行動 会派予算要望懇談

29 土

30 日
秋の活動者会議（前半）
（仲間の仕事といのちを守る学習会）

31 月 アスベスト院内報告集会

組合活動 機関会議 地域 その他

1 火
中執
シニア友の会代表者会議

2 水

3 木

4 金 東京地裁2陣判決日

5 土

6 日 東京原告団判決説明会

7 月 常任　主婦四役

8 火 執行委員会

9 水
拡大統一行動
憲法駅宣 教宣部会

10 木
六役会議
主婦役員会

11 金 脱原発駅宣

12 土 分会執行委

13 日 分会執行委

14 月 無料法律相談

15 火

16 水

17 木

９月

書記局会議…午後、事務所閉まります
四役

書記局会議…午後、事務所閉まります

８月

後六役会議
書記局会議…午後、事務所閉まります

夏期事務所休業

秋の拡大月間「分会学習出陣式」

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

☑9 月の「無料法律相談(弁護士対応)」 
【とき】9月 14日（月）午後 3時～練馬支部会館 

【内容】仕事からプライベートまで何でも個別相談 

【ところ】練馬支部会館 【申込】予約は支部担当者まで 

★コロナに負けない!各種制度★＊表面からのつづき 

☑事業者むけ「持続化給付金（返済不要）」    

個人 100 万円、法人 200 万円を上限 

2020年1月～12月までのいずれかの月に売

上が前年同月に比べ半分以上減少している 

 

○確定申告書類（原則受付印・押印のもの） 

白色…2019 年分の確定申告書第一表 

青色…直近の確定申告書第一表、決算書 1～2 ㌻の控 

法人…確定申告書別表一、事業概況説明書 1～2 ㌻控 

○対象月（2020 年 1～12 月から任意で選択）の収入がわか

るもの（確定申告の基礎となる書類を原則） 
○個人は申請者本人、法人は法人あるいは代表者名義の

振込先口座の通帳の写し（表面、開いた 1～2 ㌻目） 

○個人のみ本人確認書類（顔写真付又は、保険証＋住民票等） 

☑事業者むけ「家賃支援給付金（返済不要）」        
直近一ヶ月の地代・家賃（賃料）の 2/3 を 6

倍した額 

 店舗の他、個人事業者の「自宅兼事務所」や

「駐車場」「資材置場」等の事業割合分も対

象となります（賃料・共益費・管理費） 

2020 年 5～12月までの①いずれかの月に売

上が前年同月に比べて半分以上減少してい

ること、あるいは②連続する 3カ月の合計で

前年同期に比べて 30％以上減少している 

＊持続化給付金の必要書類（上記）プラス下記書類 

○賃貸借契約を証明する書類（賃貸借契約書等） 

○直近 3 カ月分の賃料支払を証明する書類（通帳等） 

○誓約書（HP からダウンロード） 

☑東京土建国保「土建国保料“減免”制度（還付）」                            
＊事業・給与・不動産・山林所得が対象

前年の収入から ％以上減少する組合員 

 生計維持者がｺﾛﾅで死亡・重篤な傷病を負った組合員 

＊減少率の算定方法は「群の仲間」前月号参照

… ％減少： 免除（2020 年 2～5 月の 4 カ月分） 

 … ％減少： 免除（2020 年 2～7 月の 6 ヶ月分） 

 … ％以上減少：全額免除（2020 年 2～9 月の 8 ヶ月分） 

＊入院共済の 250 円も免除になりますが組合費は減免されません 

減免申請書（支部）、収入減少割合報告書（支

部）、2019年分の収入額が確認できる書類（確

定申告書/源泉徴収票/非・課税証明書等）、2020 年

の収入が確認できる書類 
 

●「労働者供給事業」コロナ禍の今、「仕事確保」● 

☑大工職の「応急木造仮設住宅建設」登録募集   

令和２年豪雨災害を受け、全木協は熊本県で木造の応急

仮設住宅の建設に着手し、今後、東京にも依頼がくる可能

性があります。コロナ禍のなか感染リスクを減らす「在宅

避難」をすすめるためにも、積極的に登録しましょう。 

 東京土建が取りくむ「労働者供給事業」は、組合が労働協約を結

んだ事業所と直接雇用契約を結ぶので正社員と同条件で働くことが

できます。 登録希望者は支部担当（亀川）迄 

公募 練馬支部会館 

 「空調（ﾛｽﾅｲ交換）工事業者」の募集    

支部会館各階に設置の全熱交換形換気扇（ロスナイ）設

備が停止し、メーカー（三菱電機）点検の結果、修理不可（旧

製品部品の欠品による）との回答のため交換工事が必要とな

りました。7/31 支部会館管理委員会を開催し検討の結果、

全館で 13 台の工事となるため、下記のとおり施工業者の

公募をおこないます。 

＜応募資格＞ 
○東京土建練馬支部所属組合員の事業者 

＜応募方法＞ 
○募集期間：8 月執行委員会確認後 見積提出期限まで  

○見積提出期限：2020 年 9 月 10 日（木）午後 5 時まで 

○業者選定：各社から出された見積書にもとづき内容点検。基

準の統一、再見積りが必要な場合を考慮し、一定期間を取り

ます。9 月中旬～10 月上旬に 1～2 回の会館管理委員会を開催

し、10 月の執行委員会決定（予定）。 

＜施工業者の選考基準＞＊不明な点は支部担当(桑原)まで 

○東京土建練馬支部所属組合員（事業者）であること 

○経営が安定し工事の遂行に支障をきたすような不安がないこと 

○改修工事終了後もアフターケアー・メンテナンス体制を持っ

ていること 

○金額および施工体制における組合員の従事予定状況を考慮し

ます 

＜業者決定および工期について＞ 

○業者決定：会館管理委員会で選定し、10 月 8 日開催執行委員

会で承認を得ます 

○工期予定：事務所業務と調整し、工事日程を設定（10 月中旬

～12 月の期間を予定） 


